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自然と調不日でき

IN

粉体塗料は、1950年代に西ドイツで初めて工業化されたのが

始まりと言われています。以来40年程度の間にその安全性が認

められて急速に成長してききした。

一般の浴剤塗料等は、塗膜形成時|こ多量の有機浴剤などを発

散し、大気汚染や火災、中毒の原因になります。

こうした自然破壊の要因を取り除き、自然との調和を求めた

のが粉体塗料です。粉体塗料は、溶剤を全<含まない粉末状の

樹脂で、力0熱溶融するだけで美しい色彩の塗膜ガ得られます。

粉体塗料は回収再使用ができるのでとても経済的です。また、

取扱いも容易で作業環境の改善|こ寄与します。

粉体塗料は自然環境を汚すことのないクリーン
‐
C、 経済的な

塗料です。
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アロンノヽウダーは、高性能、高効率、省エネルギー、無公害、

経済的な塗料としヽう5つをテーマとし、これを限り無<追及し

た粉体塗料です。

フロンバウダーは、厳選された高性能樹脂を使用し、当社独

自の総合技術力をもとに品質設計を行つてありきすので、他に

はない卓越した高性能を発揮します。

アロンパウダーは、塗装作業性が最良になるよう|こ設計して

あるため、複雑な形状の被塗物でも比較的均―に、しなも容易

に塗装することができる塗料です。

フロンパウダーは、こ要望|こ応じ薄膜用、厚膜用、低温焼1寸

用、短時間焼付用、後加工用PCM塗料など数多<のグレード
を取揃えております。必ずご要望に合つた塗料を選択していた

だけます。
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自動車部品

フリレミホイール、ワイノヽ一、コイルスプリング、

ドライプシヤフト、スキーキヤリア、

オイリレフイリレター、シートベルト金具など



P5扉、パルコニー、フエンス、ガードレープ吹

鉄筋、手招、物置、内外装パネ′伝ブレハフ鉄急
シヤッター、ドア、雨樋受金具、嶺駆標識、

各種ポ■ル(瞭費用、力τブミラー用t信号用等)など

家庭用品

事務機器

箱子、机、本棚、キャビネット、パーテーションなど

その他

消火器、医療機器、ガラスピン、キーホルダー、

ポンペ、ドラム缶、ベッドなど

洗濯機、冷蔵庫、エアコン、レンジ、パイフ家具、

照明器具、台所用品、ガス湯沸器など



アロンパウダーには、静電塗装用塗料と流動浸漬塗

装用塗料があります。下図に代表的な静電塗装設備と

流動浸漬塗装設備の一例を示しました。又、PCM鋼
板、モーターコア等は専用の塗装設備で塗装さねてお

ります。

〔流動浸漬塗装工程〕

フロ]J・ Eヨヨトの塗装は?

フロンパウダーは、溶剤成分を全く含まないため大

気汚染や中毒の出配がありません。さらに、自動塗装

ガ容易ですので、従来の溶剤塗装のように熟練作業者

を必要としません。

フロンノマウダーは、ワンコートで薄膜塗装から厚膜

高  性  能 ExttL…r ottLfry
高  効  率

東亜合成では、近年脚光を集めております摩擦帯電

ガン (トリボガン)で塗装可能な塗料を、アクリル樹

脂系他各樹脂系で準備しており意す。詳細はトリボガ

ン用塗料の技術資料をご参照<ださい。

フロ]J=ヨヨトの5つのメリット

省エネルギー

無  公 害

経  済  1生
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塗装 (30～ 150μ )が可能であり、さらに回収塗料の再

使用ができるので全<無駄がありません。

フロンパウダーは、5つのメリットを提供する優れ

た塗料なのです。
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前処理は……・

1.塗膜性能を十分発揮するために、被塗物の前処理
(脱脂、イヒ成被膜処理)をお奨めします。
塗装は“……

2.静電塗装では通常-50～-90Ⅳの荷電圧でご使用
<ださい。流動浸漬塗装では被塗物の形状、熱容
量、要求膜厚などにより前力0熱温度を適時設定し

て<ださい。(本カタログに記載した各種条件等は、
当社での試験結果です。ご注意<ださい。)
3,回収塗料粉はふるい分けを行つて、異物、ごみな
どを取り除いた後、新粉と適量混含してご使用<
ださい。

*アロンパウダーは危険物ではありませんが、可燃性
の合成樹脂粉末であるため、爆発下限濃度 (30～50
g/ぽ)以上において、大気や電気スバーク等の着火
源がある場合、粉塵燃焼を起こす可能性があります。
従つて、以下の対策などにより安全管理を行つて<
ださい。
・着火源の徹底排除

作業場の人気厳禁、スイッチ、電気機器の防爆
対応等を実施するとともに、スパーク発生(金
属物の接触等)がないようにご留意<ださい。

・接地 (フース)による安全対策
塗装ブース、回収装置、ダクト、粉体塗料タン
ク等、塗装関連設備の導電体の機器類は総て
確実にフースを実施するようにして<ださい。

・火災報知器と消火設備の設置

必要に応じて、炎検出器、着火検出器、スプ
リンクラー等の消火論 を設置して<ださぃ。

・回収装置の風量調整

ブース排気濃度を爆発下限界濃度の1/3以下

荷姿

15絶入リダンボール箱

東亜合成では

総合化学メーヵ―としていち早<粉体塗料li注目し、
研究開発を重ねてまいりました。その総合技術の結晶
であるアロンノfウダーを自信をもつてお奨めします。
フロンノマウダーに関する詳しい技術資料は男」途用意い
たしておりますので、是非ご請求の上ご検討<ださい。

焼イ寸|よ…・・…

4.標準焼付条件をあ守り<ださい。塗膜性能の低下
の原因になります。

5。 浴剤系塗料に比べ着火の危険はほとんどありませ

んが、可燃物ですので塗装室周辺での喫煙、人気

のご使用は避けて<ださい。
保管は……

6.品質低下を防ぐため、湿気を避け冷暗所で、所定
の保管条件をお守り<ださい。保証期間は6ケ用
です。

になるように、粉塵吸ヨ1風量を調整してくだ
さい。

*粉体塗料自体には、安全衛生上、特|こ Fo5題となる重
金属類、毒物等は含まれてい讀せんが、一般粉塵と
同様に、取扱い時には必ず防塵マスクを着用し、粉
を吸入しないようにしてください。誤って、大量の
粉を吸入した場合には直ちに医師の手当を受けて<
ださい。

*取扱い時には保護眼鏡の着用をお願いし歓す。作業
終了時及び休憩時等にはあずうがい、手洗いを励行
L/てください。また身体に付着した場合は、極力速
やかにエアプロー等で除去し、水洗してください。
*貯蔵、保管の際は水漏ね(湿気を避け、冷暗所に保
管してください。所定温度 (製品箱に表示)以上で
の貯蔵、保管は品質低下の原因となりますので絶対
に置かないで<ださい。
*他種塗料の混入がないようご注意<ださい。仕上が
り不良等の不具合の原因となります。

東亜合成では、表面処理のシステムバートナーとし
て、アクリルクリヤー塗装(丁 FSシステム)、 薄膜防
錆塗料 (Kコート)、 紫外線硬化塗料 (∪ ∨塗料 )、 脱
脂剤 (トリクレン0)、 水系洗浄剤 (アクアゾルo)など
も取揃えておりますので、お気軽にご相談<ださい。
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